
　

学
校
教
育
課
程
に
お
け
る
夏

休
み
は
酷
暑
期
の
学
習
能
率
低

下
を
配
慮
し
て
設
け
ら
れ
た
が
、

本
市
で
は
普
通
教
室
全
て
に
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
、
夏
休
み

を
長
期
に
取
る
条
件
は
覆
っ
た
。

道
徳
と
英
語
の
教
科
化
に
よ
る

授
業
時
数
の
確
保
、
行
事
が
多

い
２
学
期
の
運
営
改
善
は
緊
急

課
題
で
あ
り
、
対
応
を
求
め
る
。

中
学
校
で
は
昨
年
度
か

ら
夏
休
み
後
半
の
３
日
間
を
授

業
日
と
し
て
い
る
。
小
学
校
で

は
英
語
の
教
科
化
に
伴
い
、
夏

休
み
短
縮
の
検
討
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
で

学
校
週
５
日
制
が
定
着
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
土
曜
授
業
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
。

　
「
保
育
所
落
ち
た
日
本
死

ね
」
と
書
か
れ
た
ブ
ロ
グ
を
き

っ
か
け
に
関
心
が
高
ま
っ
た
保

育
所
の
待
機
児
童
問
題
。
本
市

の
待
機
児
童
は
現
在
何
人
で
、

解
消
の
た
め
に
市
は
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
か
。
先
般
、

呉
川
町
や
宮
川
町
で
保
育
所
の

設
置
が
中
止
に
な
っ
た
の
は
残

念
で
あ
る
が
、
原
因
は
何
か
。

本
年
９
月
１
日
時
点
の

待
機
児
童
は
１
９
６
人
で
、
解

消
の
た
め
、
計
画
に
基
づ
き
小

規
模
保
育
事
業
所
、
認
定
こ
ど

も
園
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

宮
川
町
で
の
保
育
所
建
設
中
止

は
、
法
人
の
土
地
の
契
約
期
限

ま
で
に
近
隣
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
、
計
画
続
行
が
困
難
と

判
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

秋
ま
つ
り
に
間
に
合
わ
な
い

開
森
橋
の
架
け
替
え
、
場
所
を

移
設
し
て
の
バ
ス
停
の
復
活
、

本
橋
開
通
の
予
定
な
ど
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
阪
急
陸
橋
の

抜
本
的
改
修
を
求
め
る
。
阪
急

芦
屋
川
駅
東
改
札
の
実
現
を
含

め
、
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
次
期
総
合
計
画
や
財
政
計
画

に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

本
橋
開
通
は
11
月
初
旬
、

バ
ス
停
再
開
は
来
年
３
月
の
予

定
。
阪
急
陸
橋
は
幅
員
、
勾
配

と
も
基
準
に
適
合
し
て
い
る
が
、

相
互
通
行
の
余
裕
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
駅
周
辺
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
の
事
業
実
施
が
必
要
で
、

総
合
計
画
で
方
向
性
を
示
す
等
、

今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

歩
き
ス
マ
ホ
を
し
て
い
る
人

の
視
野
は
「
非
注
意
性
盲
」
に

よ
り
、
通
常
歩
行
時
の
約
20
分

の
１
と
な
り
、
対
象
物
を
認
知

で
き
る
の
は
約
１
・
５
ｍ
ま
で

接
近
し
た
時
点
に
な
る
。
歩
き

ス
マ
ホ
に
対
し
て
市
は
注
意
喚

起
等
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。「

な
が
ら
運
転
」
の
危

険
性
は
関
係
機
関
と
連
携
し
て

啓
発
し
て
き
た
。
今
後
も
交
通

安
全
運
動
週
間
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
で
の
啓
発
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
た
周
知
を
進
め

て
い
く
。
学
校
で
は
従
来
の
指

導
に
加
え
、
歩
き
ス
マ
ホ
の
危

険
性
を
子
ど
も
か
ら
も
発
信
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に

代
わ
る
平
成
32
年
度
導
入
予
定

の
新
テ
ス
ト
で
は
、
英
語
検
定

（
通
称
英
検
）
等
が
活
用
さ
れ

る
。
多
く
の
自
治
体
が
英
語
検

定
料
補
助
を
導
入
す
る
中
、
本

市
の
見
解
を
問
う
。
英
語
の
学

習
意
欲
を
高
め
、
力
を
試
す
場

と
な
る
当
検
定
の
検
定
料
補
助

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

個
人
の
資
格
取
得
の
補

助
に
当
た
る
た
め
、
現
時
点
で

補
助
を
行
う
考
え
は
な
い
が
、

各
学
校
図
書
館
に
英
検
等
の
参

考
図
書
や
資
料
を
設
置
す
る
等

の
啓
発
に
努
め
、
児
童
生
徒
が

英
検
等
に
関
心
を
持
ち
、
目
標

を
持
っ
て
受
験
し
て
い
け
る
よ

う
な
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
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内容の一部を紹介します。（詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。）
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夏
休
み
短
縮
と
土
曜
授
業

　

復
活
で
授
業
時
数
確
保
を

日
本
維
新
の
会

　
　
寺
前
　
尊
文

待
機
児
童
の
解
消
を

ど
う
や
っ
て
実
現
す
る
の
か

あ
し
や
真
政
会

　
　
松
木
　
義
昭

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

へ
一
歩
進
め
る
こ
と
を
望
む

薫
る
風

　
　
中
島
か
お
り

歩
き
ス
マ
ホ
の

　

危
険
性
の
周
知
・
啓
発
を

あ
し
や
真
政
会

岩
岡
り
ょ
う
す
け

英
語
教
育
の

　
　
　

充
実
を
目
指
し
て

あ
し
や
真
政
会

　
　
福
井
美
奈
子

市市

市

市
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議
員
と
し
て
最
初
に
取
り
組

ん
で
き
た
阪
急
バ
ス
開
森
橋
バ

ス
停
は
関
係
各
位
の
協
力
も
あ

り
、
廃
止
か
ら
一
転
、
存
続
の

方
針
と
な
っ
た
。
今
後
の
予
定

を
含
め
、
周
辺
整
備
の
考
え
を

問
う
。
ま
た
、
安
全
性
が
高
く
、

地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
た
も
の

に
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

バ
ス
停
再
開
は
来
年
３

月
を
予
定
し
て
い
る
。
バ
ス
停

の
形
状
は
停
車
時
に
バ
ス
が
県

道
上
に
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に

し
、
ま
た
、
北
側
停
止
線
も
北

へ
ず
ら
し
た
。
乗
降
時
の
安
全

確
保
の
た
め
、
川
の
東
側
道
路

へ
は
交
差
点
か
ら
は
進
入
で
き

ず
、
南
側
か
ら
の
出
入
り
と
な

る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

　

出
産
後
の
申
請
手
続
き
の
一

元
化
、
助
産
師
に
よ
る
電
話
相

談
や
産
後
入
院
等
の
充
実
で
産

後
鬱
や
ス
ト
レ
ス
を
防
ぎ
、
２

人
目
、
３
人
目
の
出
産
に
つ
な

げ
る
施
策
を
充
実
さ
せ
て
は
。

ま
た
、
福
祉
な
ど
の
専
門
職
の

さ
ら
な
る
活
用
で
教
員
の
負
担

を
減
ら
し
、
い
じ
め
や
不
登
校

の
根
絶
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

本
庁
舎
１
階
に
出
生
に

関
す
る
窓
口
を
集
約
す
る
。
保

健
セ
ン
タ
ー
で
は
月
１
回
の
相

談
日
の
設
置
、
随
時
の
電
話
相

談
、「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
事
業
」
等
を
実
施
し
、
切

れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
職
員
の
増
員
、
専
門
的
な

人
材
配
置
等
は
機
会
あ
る
ご
と

に
国
や
県
に
要
望
し
て
い
る
。

　

他
人
か
ら
は
見
え
に
く
い
視

覚
・
知
的
・
内
部
障
が
い
者
や

高
齢
者
を
対
象
に
、「
文
字
を

書
く
こ
と
が
不
自
由
で
す
」

な
ど
の
必
要
な
支
援
を
明
記
し

て
い
る
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の

導
入
が
全
国
で
始
ま
っ
て
い
る
。

「
助
け
上
手
・
助
け
ら
れ
上

手
」
を
目
指
し
て
い
る
本
市
で

の
活
用
を
要
望
す
る
。

助
け
合
い
の
仕
組
み
づ

く
り
に
有
効
で
あ
る
が
、
カ
ー

ド
に
記
載
す
る
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
等
の
課
題
の
ほ
か
、
広

域
で
統
一
の
様
式
に
す
べ
き
と

考
え
る
の
で
、
県
や
近
隣
市
の

状
況
等
を
確
認
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
く
。
ま
た
、
積
極
的
な

声
掛
け
の
奨
励
等
、
助
け
上
手

な
職
員
を
増
や
し
て
い
く
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

活
用
し
、
市
内
の
問
題
点
を
報

告
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
問
題
報

告
手
続
き
の
簡
素
化
で
、
市
民

参
画
の
強
化
を
期
待
で
き
る
。

フ
リ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
さ

れ
て
お
り
、
低
コ
ス
ト
で
の
実

現
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
前
向

き
な
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

地
域
課
題
の
共
有
に
つ

い
て
は
、
お
困
り
で
す
課
が
市

民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
に
な
る

な
ど
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
を

生
か
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
ア
プ
リ
の
活
用
は
、
有

効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
の
一
つ
と
考
え
る
の
で
、

導
入
し
て
い
る
他
都
市
の
状
況

等
を
調
査
し
、
検
証
し
て
い
く
。

　

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
本
市
で
は
、
樹
木
等
の
手

入
れ
、
剪
定
の
時
期
に
関
し
て

相
反
す
る
意
見
が
存
在
す
る
。

街
路
樹
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
あ
る
が
、
そ
の
他
の
公

の
施
設
に
は
基
準
が
な
い
。
緑

に
関
す
る
市
民
の
意
見
を
調
整

す
る
専
門
家
チ
ー
ム
を
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

緑
に
関
す
る
問
題
解
決

に
は
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
街

路
樹
等
維
持
管
理
の
基
本
書
で

あ
る
「
芦
屋
の
み
ち
の
木
」
を

基
に
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

専
門
家
な
ど
で
構
成
す
る
委
員

会
等
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

が
、
街
路
樹
を
更
新
す
る
場
合

な
ど
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
意

見
を
聞
き
進
め
て
い
く
。

　

明
石
市
や
宝
塚
市
で
は
、
ハ

ン
デ
を
持
つ
障
が
い
者
や
高
齢

者
に
も
配
慮
し
た
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
の
「
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
な
ど
が
制
定

さ
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
や

物
品
購
入
に
も
助
成
さ
れ
て
い

る
。
本
市
も
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
」（
仮
称
）
を
制
定

す
べ
き
で
あ
る
。

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
障
が
い
者
差
別
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
を
協
議
す
る

た
め
に
本
年
10
月
設
置
予
定
の

障
が
い
者
差
別
解
消
支
援
協
議

会
に
お
い
て
、
障
が
い
者
差
別

に
関
す
る
状
況
の
共
有
、
解
消

の
推
進
を
行
う
中
で
、
そ
の
必

要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　

標
題
の
２
級
保
持
者
と
お
お

む
ね
同
等
と
さ
れ
る
身
体
障
害

者
手
帳
３
級
、
そ
し
て
療
育
手

帳
Ｂ
１
保
持
者
に
は
、
医
療
費

助
成
が
既
に
な
さ
れ
て
い
る
。

手
帳
の
種
類
で
区
別
す
る
こ
と

は
合
理
性
が
な
く
、
障
害
者
差

別
解
消
法
に
照
ら
し
て
も
喫
緊

に
解
消
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

市
の
見
解
を
問
う
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
２
級
保
持
者
を
医
療
費
助

成
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
毎
年
当
事
者
団
体
か
ら

ご
要
望
も
い
た
だ
い
て
お
り
、

手
帳
所
持
者
に
占
め
る
対
象
者

の
割
合
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

本誌掲載の写真は希望される方に差し上げています。市議会事務局（℡ 0797-38-2001）へお問い合わせください。
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開
森
橋
バ
ス
停
の

　
　
　
　

存
続
に
つ
い
て

あ
し
や
真
政
会

　
　
福
井
　
利
道

産
後
ケ
ア
と
教
育
の
充
実
で

　
　

子
育
て
し
た
い
ま
ち
を

公
明
党

　
　
帰
山
　
和
也

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の

　

活
用
・
普
及
を
目
指
し
て

無
所
属

　
　
い
と
う
ま
い

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し

た
地
域
課
題
共
有
に
つ
い
て

日
本
維
新
の
会

　
　
大
原
　
裕
貴

緑
の
専
門
家
チ
ー
ム
の

　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

あ
し
や
真
政
会

　
　
重
村
啓
二
郎

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

　
　
　

  （
仮
称
）
の
制
定
を

無
所
属

　
　
長
谷
　
基
弘

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

２
級
に
も
医
療
費
助
成
を

あ
し
や
真
政
会

　
　
中
島
　
健
一

市

市

市 市

市 市

市



　

災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
生

活
用
水
の
確
保
等
の
た
め
の
登

録
井
戸
募
集
か
ら
約
半
年
、
登

録
件
数
と
今
後
の
進
め
方
は
。

　

二
度
に
わ
た
り
保
育
園
の
誘

致
が
、
住
民
の
反
対
に
よ
り
で

き
な
か
っ
た
。
市
は
問
題
解
決

の
た
め
、
よ
り
積
極
的
な
政
策

と
し
て
土
地
を
自
ら
確
保
す
る

な
ど
の
支
援
を
す
べ
き
で
は
。

３
件
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
が
井
戸
の
登
録
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
市
民
に
共
助
の

観
点
で
の
協
力
を
求
め
て
い
く
。

　

現
在
南
芦
屋
浜
で
は
、
市
が

土
地
を
取
得
し
、
事
業
者
募
集

に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
を
整
備

し
て
い
る
。
今
後
も
市
の
保
有

土
地
の
活
用
も
検
討
し
な
が
ら

誘
致
を
進
め
て
い
く
。

　

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
る

総
合
事
業
へ
の
移
行
に
伴
い
、

要
支
援
者
お
よ
び
非
該
当
者
の

福
祉
の
充
実
を
求
め
る
。
ま
た
、

介
護
予
防
事
業
を
市
は
ど
う
進

め
る
の
か
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
は
、

学
習
の
格
差
を
埋
め
る
た
め
に

も
チ
ュ
ー
タ
ー
の
増
員
と
大
学

奨
学
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

本
人
の
状
態
や
希
望
等

に
よ
り
、
自
立
し
た
生
活
が
維

持
で
き
る
よ
う
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

　

全
小
中
学
校
に
チ
ュ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
そ
の
効
果
も
高
い

た
め
、
増
員
は
考
え
て
い
な
い
。

奨
学
金
制
度
を
設
け
る
考
え
は

な
い
が
、
国
の
給
付
型
奨
学
金

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

要
支
援
１
・
２
認
定
者
へ
の

予
防
給
付
の
う
ち
、
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
が
総
合
事
業
に
移
行

す
る
。
現
行
認
定
者
に
は
従
前

ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
さ

れ
て
い
る
が
、
新
事
業
の
緩
和

型
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
者
に
資
格

が
必
要
で
は
な
く
、
報
酬
の
減

額
も
想
定
さ
れ
る
。
安
定
的
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ
る
の
か
。

本
人
の
状
態
や
希
望
で

サ
ー
ビ
ス
提
供
し
、
継
続
し
て

状
態
の
変
化
を
的
確
に
把
握
す

る
こ
と
で
安
心
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
等

を
通
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

高
齢
者
等
の
積
極
的
な
参
画
が

進
み
、
人
材
不
足
解
消
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

市
は
「
夢
工
房
」
の
不
正
・

辞
退
問
題
の
責
任
を
ど
う
果
た

す
の
か
。
今
後
開
設
す
る
認
定

こ
ど
も
園
の
選
定
委
員
会
で
は
、

現
地
調
査
を
省
略
で
は
な
く
重

視
し
、
法
人
の
運
営
内
容
等
の

厳
し
い
審
査
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
空
き
地
と
な
る
ハ
ー
ト
フ

ル
福
祉
公
社
跡
地
等
の
活
用
で

待
機
児
童
の
解
消
を
求
め
る
。

開
園
が
遅
れ
る
こ
と
の

説
明
責
任
は
本
市
に
も
あ
る
。

７
月
の
説
明
会
で
の
意
見
等
を

踏
ま
え
、
来
年
４
月
に
向
け
て

定
員
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
地
調
査
は
法
人
に
よ
り
一
定

の
条
件
が
異
な
る
た
め
、
今
回

な
く
し
た
。
ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉

公
社
跡
は
認
定
こ
ど
も
園
に
は

狭
い
と
考
え
て
い
る
。
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宮川幼稚園

災
害
時
協
力
井
戸
・

保
育
園
誘
致
支
援
に
つ
い
て

薫
る
風

　
　
山
田
み
ち
子

高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
・

　
　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

日
本
共
産
党

　
ひ
ろ
せ
久
美
子

介
護
保
険
、
新
総
合
事
業
で

安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

無
所
属

　
　
前
田
　
辰
一

保
育
の
公
的
責
任
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

　
　
森
　
し
ず
か

市

市市

市政務活動費の領収書等を
　市議会ホームページに公開 !!

②ダウンロードしたら、「メニュー」
の「個人設定」で、「お住まいの地域」
を【兵庫県芦屋市】に設定してください。

① App Store または
Google Play で「 マ
チイロ」を検索また
は右のＱＲコードか
ら ア プ リ を ダ ウ ン
ロード

スマートフォンアプリ「マチイロ（旧：i 広報紙）」で
「あしや市議会だより・広報あしや」を配信中 !!

※９月にアプリの名称が変わりました。

　政務活動費の透明性を確保するため、本
年８月 31 日から収支報告書や領収書など
を市議会ホームページで公開しています。
　ぜひ「芦屋市議会　政務活動費」でイン
ターネット検索をしてみてください。
※左の Q Ｒコードからもご覧いただけます。
　

議場の傍聴席に手すりを設置

　議場傍聴席の
安全性確保のた
め、このたび手
すりを設置しま
した。傍聴席に
は車イス用のス
ペースもありま
す。赤ちゃん連

れの方、ご高齢の方、足の不自由な方、ど
なたでも安心して傍聴にお越しいただけま
す。

議場傍聴席



　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
財
産
区
会
計
の
各
決
算
に
つ
い

て
９
月
28
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
は
予
算
執
行
に
対
す
る
市
の
姿

勢
や
各
事
業
の
成
果
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

質
疑
を
行
い
、
そ
の
後
の
討
論
で
は
、
あ

し
や
真
政
会
、
公
明
党
、
日
本
維
新
の
会
、

薫
る
風
が
全
会
計
に
賛
成
、
日
本
共
産
党

が
一
般
会
計
を
含
む
計
４
会
計
に
反
対
の

討
論
を
行
い
ま
し
た
。
討
論
の
後
の
表
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

10
月
5
日
の
本
会
議
で
は
福
井
美
奈
子

決
算
特
別
委
員
長

が
審
査
の
概
要
を

報
告
し
、
そ
の
後

の
討
論
で
は
各
会

派
の
討
論
の
ほ
か
、

前
田
辰
一
議
員
が

一
般
会
計
を
含

む
計
４
会
計
に
反

対
の
討
論
を
行
い
、

表
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

限りある資源を大切に！本誌はリサイクルによる古紙を使用しています。
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公明党
　27 年度は潮見中の給食開始、プ
レミアム商品券の発行、通院医療費
無料化の拡充等の行政課題に取り組
んだ。しかし将来負担比率は年々悪
化しており、今後の社会保障費、公
的施設の維持補修費の増大を考える
と黒字収支といっても予断を許され
ない状況だ。今後とも慎重な財政運
営、予算立てに取り組んでほしい。

あしや真政会
　税収入の４年連続増加を受け各種
財政指標はおおむね改善傾向にある
が、約 475 億円の市債残高は本市の
財政規模から考えてもいまだに安心
できる状況ではない。芦屋の強みを
生かし、福祉の増進を進めながら未
来に負担を残さない財政運営を求め、
限られた財源を有効に活用した次年
度の予算編成を期待する。

日本共産党
　中学生までのこども医療費無料化
や中学校給食開始等は評価できるが、
８億７千万円の市債繰上償還をして
なお 11 億７千万円の黒字、別に 32
億円余りの基金積み増しの財政力が
ありながら、介護保険料等の市民負
担増は問題。また、浜風幼稚園廃園
や待機児童解消を民間に任せるのは
公的責任の後退で問題である。

決
算
へ

会
派
か
ら
一
言
！

日本維新の会
　27 年度は中３までの医療費無料
化、潮見中からの中学校給食の実施
等、行政サービス向上が顕著であっ
た。本市のように財政指標が改善し
た例は全国でも少ないが、社会保障
費の増大、生産年齢人口減少による
税収減は例外無き行政課題だ。新年
度予算編成は持続可能な自治体経営
を目指し「徹底行革」を意識されたい。

薫る風

賛
成
多
数
で

　

平
成
27
年
度
決
算
を
認
定

～
決
算
特
別
委
員
会
で
集
中
審
査
～

決算審査に臨む委員

報

告

算

決

　本市の財政構造は硬直化したが、
健全性は改善し、一息ついた決算に
なった。しかし将来負担比率の悪化
が不安材料である。本市の財政運営
は市税収入が基本であるため、納税
者が本市を選ぶ理由を政策に生かす
ことが重要である。決算審査の意見
等を生かしながら、財政計画を緻密
かつ大胆に行い、適切な執行を願う。

決算特別委員会委員
委 員 長　福井美奈子（あしや真政会）
副委員長　ひろせ久美子（日本共産党）
委　　員　岩岡りょうすけ（あしや真政会）
　　　　　福井　利道（あしや真政会）
　　　　　寺前　尊文（日本維新の会）
　　　　　山田みち子（薫 る 風）
　　　　　徳田　直彦（公 明 党）

　議員個人または会派の日頃の活動などを紹介している広報紙を
市役所内に専用ラックを設けて配架しています。
　■設置場所　市役所本庁舎南館３階エレベーターホール前
　※広報紙はご自由にお持ち帰りいただけます。
　※広報紙に記載の内容は、各議員に直接お問い合わせください。

議員が発行する広報紙を市役所内で配架中

議会広報ラック
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「カバンの中に１冊の本を」芦屋市では、ブックワーム芦屋っ子の育成を目指しています。

議 イクズ会

■前回のクイズの答え
　「議案等を審査する常任委員会は、
総務常任委員会、民生文教常任委員
会とあと一つは何でしょうか？」の
正解は、「②建設公営企業常任委員
会」でした。

■問題
　９月議会では、平成 27 年度決算を審査しました。一般会計収支は黒字と
なりましたが、その金額はいくらでしょうか？
　　①　約　１億３千万円
　　②　約１１億７千万円
　　③　約　６億８千万円　　　　　　　　　（出題者　ひろせ久美子）
　正解者の中から抽選で３名の方に図書カード（500 円分）を差し上げます。
　正解は、２月発行予定の市議会だより 99 号で発表します。
　たくさんのご応募をお待ちしています。
■応募方法
　「はがき」または「電子メール」にて、住所・氏名・年齢・電話番号・クイズ
の答え・議会や本紙に対するご意見やご感想を明記してご応募ください。
　＊メールで応募する場合、件名は「第 16 回議会クイズ応募」としてください。
■応募締め切り
　平成 28 年 11 月 22 日（火）まで　＊当日消印有効
■応募先
　〒 659-8501　芦屋市精道町７番６号　芦屋市役所　市議会事務局
　メールアドレス：gikai.ashiya@hyogo.email.ne.jp
　＊個人情報は賞品の発送以外には使用いたしません。
　＊当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

～議会のナゼ？なに？再発見～
（第１６回）

議長、副議長による抽選会

　議会の仕組みや活動を市民の皆さまにより知っていただくために、
議会報告会を開催します。多数のご参加をお待ちしています。
　■日　　時　11 月 15 日 ( 火 )
　　　　　　　①午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　　　②午後１時～ 2 時 30 分
　　　　　　　③午後４時～ 5 時 30 分
　　　　　　　　＊各回とも内容は同じです。
　■場　　所　市役所本庁舎南館４階　大会議室
　■報告内容　○議会改革のトピックス 
　　　　　　　○平成 27 年度決算審査の報告 
　　　　　　　○平成 28 年第３回定例会の審議内容 
　　　　　　　○質疑応答 
　＊事前の申し込みは不要です。直接会場にお越しください。

12 月定例会日程（予定）
　芦屋市議会では、本会議・常任委員会・特別委員会・議会運営委員
会を傍聴することができます。ぜひお越しください。　　
　また、本会議はインターネットで生中継もしています。

○本会議・委員会の開始は、原則午前 10 時からです。
○傍聴希望の方は事前に時間をお確かめの上、本会議は市役所本庁舎南館
　４階傍聴受付、委員会は南館３階市議会事務局までお越しください。

　

今
定
例
会
か
らipad
が

貸
与
さ
れ
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

と
デ
ー
タ
蓄
積
に
向
け
た
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
機
器
に
慣
れ
て
い
て
も
、

決
算
書
等
の
膨
大
な
資
料
を

ipad

１
台
で
審
査
す
る
の

は
意
外
に
過
酷
な
作
業
で
し

た
。
今
後
は
Ｉ
Ｔ
機
器
を
活

用
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
情

報
共
有
を
図
る
こ
と
も
議
員

側
の
課
題
で
す
。〝
宝
の
持

ち
腐
れ
〟
と
批
判
さ
れ
な
い

よ
う
日
々
研
鑽
に
努
め
ま
す
。

（
編
集
委
員　

　
　
　
　
　

寺
前　

尊
文
）

　

い
つ
も
「
あ
し
や
市
議
会

だ
よ
り
」
を
お
読
み
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。「
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
少
し

ず
つ
で
す
が
工
夫
を
凝
ら
し
、

さ
ら
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
前
進
さ
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
議
員
自
ら
が
編
集

に
関
わ
る
部
分
も
増
や
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。
お
気
付
き

い
た
だ
い
て
の
感
想
や
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
方
の
声
も
皆

で
嬉
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員

　
　
　
　
　

中
島
か
お
り
）

ＱＲコード（メールア
ドレス読み取り専用）

月 火 水 木 金 土 日
11/21 22 23 24 25 26 27

まちづくり
調査特別委員会

議会運営
委員会

本会議（提案説明）
総務常任委員会

28 29 30 12/1 2 3 4
議会運営

委員会
本会議

（表決・提案説明）

5 6 7 8 9 10 11
建設公営企業

常任委員会
民生文教

常任委員会
総務

常任委員会
議会運営

委員会

12 13 14 15 16 17 18
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問等）
委員会

（予備日）

19 20 21 22 23 24 25
議会運営

委員会
本会議

（表決）

11 月 15 日 ( 火 ) 議会報告会開催


